
応
募
前
の
職
場
見
学
も
大
歓
迎
で
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）

・
職
務
経
歴
書
を
下
記

の
住
所
ま
で
郵
送
し
て

下
さ
い
。

ま
た
、
友
人
・
知
人
の

方
で
就
職
を
ご
希
望
の

方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
ら
是
非
ご
紹
介
下

さ
い
。

◆

い
わ
き
の
里
で
は
、

施
設
の
見
学
・
入
所

の
ご
相
談
を
随
時
受

け
付
け
て
お
り
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
下

さ
い
。

◆

い
わ
き
の
里
の
最

新
情
報
は
、
下
記
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

ご
意
見
も
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

［平成２７年］

７月 七夕飾り作成・七夕見学
８月 いわきおどり参加

いわきまつり見学
９月 いわきの里まつり

お月見
１０月 芋煮会

避難訓練
１１月 紅葉狩り
１２月 クリスマス会

※ お誕生会も開催します。
お楽しみに！！

いわきの里だより 第１０号 （４）

地域密着型特別養護老人ホーム サンシャインよしま
地域密着型特別養護老人ホーム ひなた

ショートステイよしま
小規模多機能型つどい

第10号

社会福祉法人 いわきの里

〒970-1145 福島県いわき市好間町北好間字外川原33-1
◆ TEL：0246-36-6006(代表) ◆ FAX：0246-36-6016
◆ E-mail：soumu@iwakinosato.jp ◆ ホームページ：http://iwakinosato.jp/

行 事 予 定

編

集

後

記

セ
ラ
ピ
ー
担
当
の
「
ロ
ン
」
で
す
。

サ
ン
シ
ャ
イ
ン
よ
し
ま
に
来
所
の
際
は
、
是
非
、

僕
に
声
を
掛
け
て
下
さ
い
。

皆
さ
ん
に
お
会
い
で
き
る
の

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
ご
利
用
者

様
の
笑
顔
を
求
め
て
頑
張
り

ま
す
。
ヨ
ロ
シ
ク
！

平成27年8月1日

基本理念

施
設
か
ら
の
お
知
ら
せ

発

行

発行責任者

統括施設長 廷々 礼子

１．私達は、利用者の皆様の尊厳を保障し、お一人お一人が最期まで輝き続け「よりよき老後」を

お過ごしいただけるよう支援します。

１．地域の皆様の拠り所として信頼され、発展し続ける施設を目指します。

セ
ラ
ピ
ー(

癒
し)
担
当
紹
介

いわきの里まつり 開催 ！！

「
い
わ
き
の
里
だ
よ
り
（
第
十
号
）
」
を
お

届
け
し
ま
す
。

早
い
も
の
で
、
創
刊
号
発
行
か
ら
二
年
が
過

ぎ
、
発
行
号
数
も
二
桁
に
な
り
ま
し
た
。

皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
温
か
い
ご
声
援
・
ご
協

力
に
よ
り
こ
こ
ま
で
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。今

後
も
、
各
施
設
の
最
新
情
報
を
タ
イ
ム
リ

ー
に
お
届
け
し
ま
す
の
で
お
楽
し
み
に
！

［
編
集
担
当
］

吉
田
・
若
松
・
山
﨑

◆

い
わ
き
の
里
で
は
職
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

①
［
勤
務
地
］
い
わ
き
市
好
間
町

・
地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

サ
ン
シ
ャ
イ
ン
よ
し
ま

・
小
規
模
多
機
能
型
つ
ど
い

・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
よ
し
ま

［
職
種
］

・
介
護
職
（
フ
ル
タ
イ
ム
・
パ
ー
ト
）

・
入
浴
職
（
パ
ー
ト
）

・
事
務
職
（
フ
ル
タ
イ
ム
）

②
［
勤
務
地
］
い
わ
き
市
明
治
団
地

・
地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

ひ
な
た

［
職
種
］

・
介
護
職
（
フ
ル
タ
イ
ム
・
パ
ー
ト
）

・
入
浴
職
（
パ
ー
ト
）

資
格
・
経
験
が
な
い
方
で
も
、
専
任
の
指

導
担
当
職
員
の
も
と
、
介
護
事
業
の
第
一
歩

か
ら
安
心
し
て
実
績
を
積
ん
で
い
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。

第３回 いわきの里まつり

「はなみずきの会」の皆様とご利用者様による踊り

ロンちゃん

特別養護老人ホーム ひなた

特別養護老人ホーム サンシャインよしま

今年も「いわきの里まつり」の季節がやってきます。
今回で３回目の開催になりますが、ご利用者様・ご来場の皆様に
満足していただき、楽しい一日を過ごしていただけるよう、職員
一同が知恵を出し合って準備を進めています。
詳細は、案内チラシ・ホームページなどでお知らせしますので

お楽しみに！！

日 時：平成２７年９月１２日（土）
午後２時～４時

場 所：サンシャインよしま 駐車場
催し物：屋台・娯楽・余興・他

※ 荒天の場合は、施設建物内で実施します。



ひ
な
た
で
は
、
ご
利
用
者
様
が
手
軽

に
無
理
の
な
い
範
囲
で
体
を
動
か
し
、

健
康
づ
く
り
の
一
助
と
な
る
よ
う
、
定

期
的
に
「
阿
波
踊
り
体
操
タ
イ
ム
」
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

ご
利
用
者
様
か
ら
は
、
「
皆
さ
ん
と

一
緒
に
で
き
る
こ
と
が
楽
し
い
。
ま
た

来
週
も
参
加
す
る
よ
！
」
と
の
声
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

阿
波
踊
り
体
操

の
動
画
や
解
説
書

な
ど
の
情
報
は
、

左
記
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

いわきの里だより 第１０号 （２）いわきの里だより（３） 第１０号

接
遇
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

医
務
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

ひ

な

た

通

信

私
た
ち
の
体
の
半
分
以
上
は
「
水
分
」

で
す
。

し
か
し
、
体
内
の
水
分
量
は
、
赤
ち
ゃ

ん
は
70
～
80
％
も
あ
る
の
に
比
べ
、
高
齢

者
は
約
50
％
で
、
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
し
た

こ
と
で
も
脱
水
を
起
こ
し
や
す
い
状
態
な

の
で
す
。

そ
の
た
め
、
高
齢
者
や
そ
の
家
族
は
、
脱

水
の
原
因
や
対
処
法
に
つ
い
て
正
し
い
知

識
を
持
つ
こ
と
が
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。

発
汗
、
頭
痛
、
気
分
不
快
、
嘔
気
、
嘔
吐
、

け
い
れ
ん
な
ど
の
症
状
は
危
険
信
号
で
す
。

そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
も
、
ま
ず
、
次
の

予
防
策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

①

体
調
が
悪
い
時
は
、

暑
い
日
中
の
外
出
や
運

動
は
控
え
る
。

②

通
気
性
の
よ
い
服
装

を
心
掛
け
、
外
出
時
は

必
ず
帽
子
を
か
ぶ
る
。

③

の
ど
が
渇
い
て
い
な
く
て
も
定
期
的

に
水
分
を
取
る
な
ど
、
こ
ま
め
に
水
分

補
給
を
行
う
。
（
多
量
の
汗
を
か
い
た

場
合
は
塩
分
も
摂
取
す
る
必
要
が
あ
る

た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
な
ど
で
が

効
果
的
）

④

居
室
で
は
エ
ア
コ
ン
の
温
度
調
整
を

工
夫
し
、
高
温
多
湿
に
な
ら
な
い
よ
う

に
す
る
。

⑤

室
内
に
温
度
計
・
湿
度
計
を
置
い
て

適
切
な
室
温
・
湿
度
管
理
を
行
う
。

定
期
的
に
水
分
を
取
る

な
ど
、
こ
ま
め
に
水
分
補

給
を
し
て
熱
い
夏
を
乗
り

き
り
ま
し
ょ
う
。

５月２２日、特別養護老人ホームサンシャインよしまにおいて、内郷消防署の
署員の立会いで、今年度第１回目の避難訓練を実施しました。

ご利用者様と一緒に避難ルートの確認、初期消火活動、消防署への通報などの
手順を確認しました。
回数を重ねるごとに、職員の防災に対する意識も高
まっていました。
５月２０日には、特別養護老人ホームひなたにお

いて、平消防署の署員の立会いで、３月の開所以来初めてとなる避難訓練を実
施しました。
どちらの訓練でも、普段の訓練と心構えの大切さを学びました。

６月２２日、特別養護老人ホームサンシャインよ
しまにおいて、「はなみずきの会」の皆様による歌
と踊りの会が行われました。

観ている人を引き付ける親しみのある芸は、「み
だれ髪」などの歌、「フラダンス」などの踊り、そ
して、ハーモニカ・ウクレレによる楽器演奏を通し
て、ご利用者様とのふれあいを大切にしたいという
会長の想いを表し
ていました。

中身の濃い内容
に、ご利用者様も
真剣に聴き入って
いました。

特製バースデイケーキでお祝いです。
おめでとうございます！

７月初旬、特別養護老人ホームひなたの軒下に、
ツバメが巣を作りました。
昔からツバメが巣をかける家は

縁起が良いと言われています。
ツバメには色々な環境を察知する
能力があり、人の出入りが多く、
天敵が近づきにくい環境を知って
いるんですね。
ひなが無事に育って巣立ってく

れることを願っています。

今回の外出は、フラワーセンター、国宝白水阿弥
陀堂、道の駅よつくら港を巡りました。

フラワーセンターでは美しい初夏の草花を見学し
ました。国宝白水阿弥陀堂では池の中に咲く見事な
蓮の花が印象的でした。
また、道の駅よつくら港では
美味しい旬の海鮮料理を満喫
しました。

それぞれ、天気にも恵まれ、
心地よい風を受けながらの外
出はとても楽しい一日に
なりました。

◆

阿
波
踊
り
体
操

阿
波
踊
り
体
操
は
、
家
庭
・
学
校
・

事
業
所
な
ど
で
手
軽
に
で
き
、
な
お
か

つ
運
動
効
果
（
ス
ト
レ
ッ
チ
や
筋
力
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
）
の
あ
る
健
康
づ
く

り
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
平
成
十

八
年
に
徳
島
大
学
と
四
国
大
学
の
協
力

を
得
て
基
本
編
（
三
分
半
）
・
シ
ニ
ア

編
が
誕
生
し
た
「
健
康
づ
く
り
サ
ポ
ー

ト
ツ
ー
ル
」
で
す
。

そ
の
後
、
徳
島
大
学
に
お
け
る
厚
生
労

働
省
や
文
部
科
学
省
に
よ
る
研
究
事
業

の
一
環
と
し
て
新
た
な
バ
ー
ジ
ョ
ン
も

誕
生
し
て
い
ま
す
。

こ
の
体
操
に
は
、
徳
島
県
の
郷
土
芸

能
で
あ
る
「
阿
波
踊
り
」
を
ベ
ー
ス
に

し
た
リ
ズ
ム
、
男
踊
り
や
女
踊
り
の
要

素
が
ふ
ん
だ
ん
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い

ま
す
。

熱
中
症
対
策

地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ひ
な
た
の
オ
ー
プ
ン
に
伴
い
、
今
回
か
ら
、

新
し
い
「
ひ
な
た
通
信
」
の
コ
ー
ナ
ー
を
開
設
し
ま
し
た
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
「
ひ
な
た
」
か
ら
の
最
新
情
報
を
お
届
け
し
ま
す
。

接
遇
と
は
「
相
手
に
対
し
て
、
お
も
て

な
し
を
す
る
心
の
表
現
」
で
す
。

い
わ
き
の
里
で
は
、
こ
の
基
本
を
忘
れ

ず
心
の
こ
も
っ
た
応
対
を
心
掛
け
て
い
ま

す
。

ご
利
用
者
様
・
ご
家
族
様
へ
の
応
対
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
電
話
・
接
客
マ
ナ
ー
な

ど
、
職
員
全
員
が
常
に
初
心
を
忘
れ
ず
に

積
極
的
な
応
対
が
で
き
る
よ
う
に
努
力
し

て
い
ま
す
。

◆

目
標

・
七
月

「
言
葉
美
人
」

褒
め
言
葉
は

最
も
し
お
れ
た
花
を

咲
か
せ
る
水
で
あ
る

・
八
月
・
九
月

「
動
作
美
人
」

行
動
力
は

行
動
に
よ
っ
て
の
み

磨
か
れ
る

◆

六
月
三
十
日
、
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
福
島
県
保
険
医
協
会
主

催
の
「
接
遇
セ
ミ
ナ
ー
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

医
療
・
介
護
に
求
め
ら
れ
る
接
遇
に
つ

い
て
の
理
解
を
深
め
、
接
遇
の
向
上
を
目

指
す
こ
と
を
目
的
に
、
講
師
の
マ
ナ
ー
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
・
長
久
保
美
奈
先
生
に
よ

る
「
ｏ
ｍ
ｏ
ｔ
ｅ
ｎ
ａ
ｓ
ｈ
ｉ
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
お
話
を

聴
講
し
ま
し
た
。

フラワーセンター

国宝白水阿弥陀堂

道の駅よつくら港
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